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＜講  評＞ 

提案に関し、①環境行政の推進、②先駆性・新規性、③適切な効果、④手法の説得性・

合理性の観点から審査を行った結果、エコイスト大賞及び奨励賞を以下のとおり選定し、

これを表彰することといたしました。 

 

●エコイスト大賞 

 ◎ グリーン電力証書の活用による住宅用太陽光発電の普及拡大方策 

  現在の喫緊の課題である太陽光発電の普及という政策課題について、住宅用の太陽光発

電について発電電力を購入するビジネスの立ち上げを支援することにより、自立したビジネス

モデルの形成を目指した政策手法という点で、現在の政策ニーズに合致した優れた提案であ

る。 

なお、本施策の前提として、太陽光発電のグリーン電力証書化と販売事業がビジネスとして

自立するためのグリーン電力証書の需要調査（及び需要の拡大方策の検討）やＮＰＯによる

先駆的な取組に関する現状調査などが必要と考えられる。 

 

●奨励賞 

◎ 皇居お濠の環境再生事業 ～健全な水循環の再生とクールアイランド効果の拡大～ 

都市のヒートアイランド対策と水循環対策を組み合わせた施策であり、さらに皇居の

お濠という注目度の高い場所に注目した着眼点が優れている。 

なお、まず、地下水の確保やお濠までの導水経路の設定方法などフィージビリティ調

査が必要と考えられる。 

 

◎ コンビニ店舗網の開放による宅配物流のグリーン化 

コンビニという身近な存在を環境対策に活用する施策であり、また、具体的なニーズ

も認められるため、施策の意義をわかりやすく訴求した点で優れている。 

なお、施策の具体化に向けては、フィージビリティの検討及び民間のサービス提供体

制に介入する理由の明確化が必要である。 

 

◎ エコシビジョン（Ecoxhibition） 

イベントのエコ化については、参加者も多く普及啓発効果が期待される分野であり、

自主協定という手法を活用した取組である点も優れている。 

なお、環境省が直接参加する方法が適切かどうか（他に認証制度の導入などの案もあ

るのではないか）については今後更に検討が必要である。 

 

◎ インターネットビリングを活用した環境家計簿自動作成サービスの実現 

 家庭での取組を促すツールである環境家計簿作成を容易にし、作成世帯を広げる手段

としての効果が期待される点で優れている。 

 今後、システムを構築するに当たっては、民間事業者が参加するメリットを明確化す

るなどの基盤を形成することがまず必要と考えられる。 


